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▲稲城第三中学校に設置された太陽光パネル

12月1日（日）～12月7日（土）
TOKYO交通安全キャンペーン

　年末に多発する交通事故及び渋滞の防止を目的としてTOKYO交通安全キャ
ンペーンを実施します。
高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
　歩行中の死亡事故をみると、約6割を高齢者が占めており、信号無視や横断違
反があります。道路を横断する時は、横断歩道を利用し、必ず信号を守りましょう。
夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　交通事故は、夕暮れ時や夜間に多発します。反射材を身に付ける等、明るい
服装を心掛け、交通ルールを守りましょう。
　また、夕暮れ時の事故を防ぐために、車のライトは早めに点灯しましょう。
ハイビームを適切に使用し、歩行者の存在や前方の状況を早めに把握しましょう。
二輪車の交通事故防止
　二輪車の交通事故は、高い確率でけがをし、重傷事故にもなります。ヘルメッ
トのひもをしっかりと締め、胸部・腹部を守るプロテクターを着用し、交差点

やカーブの手前では、十分に速度を落としましょう。
自転車と特定小型原動機付自転車等利用時の交通ルール遵守の徹底
　自転車を運転する際は、「自転車安全利用五則」を守りましょう。道路交通法
改正により、「ながらスマホ運転」と「酒気帯び運転」に罰則が新設されました。
　特定小型原動機付自転車を運転する際は、ヘルメットをかぶり、交通ルール
とマナーを守りましょう。16歳未満の方の運転や二人乗りをしてはいけません。
飲酒運転の根絶
　飲酒運転は犯罪です。飲酒運転の恐れがある人に車両や酒類を提供する行為、
飲酒運転に同乗する行為も罰せられます。
違法駐車対策の推進
　違法駐車は、たった一台でも交通渋滞や交通事故の原因になります。特に交
差点やその付近での違法駐車は重大な事故に直結する「危険行為」です。
問管理課交通対策係、多摩中央警察署　☎042－375－0110
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区　分 市内収集量（t） 1人1日当たり（g）
燃えるごみ 1,031（△21） 354（△8）
燃えないごみ 65（△7） 22（△3）
合計 1,096（△28） 376（△11）

プラスチックごみ 77（+3） 26（+1）
※（　　）内は前年同月比です。

2.8 減量
ごみの量（10月）
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地球温暖化の原因
　地球温暖化は、産業革命以降
の人間活動の活発化等により、
二酸化炭素等の「温室効果ガス」
が増加したことで、引き起こさ
れたとされています。
　市では家庭部門での二酸化炭
素の排出が最も多く、市内の排
出量の約40％を占めています
（右図参照）。
　地球温暖化を食い止めるため
には市民一人ひとりの取り組み
が重要です。例えば、太陽光発
電設備を家庭に設置すると、発
電時に二酸化炭素排出が少ない
電気を使うことができます。他にも、省エネ家電への買い替えで二
酸化炭素排出を削減できる可能性もあります。
2‌0‌5‌0年カーボンニュートラルに向けた取り組み
　市では、2‌0‌5‌0年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする、
カーボンニュートラルの実現を目指すことを宣言しました。その取
り組みの一例として、公共施設への太陽光発電設備及び蓄電池導入
を進めています。温室効果ガス排出の抑制だけではなく、新たな電
源の確保による災害対応力の強化や環境教育も目的としています。
問緑と環境課環境政策係

12月は地球温暖化防止月間

▲令和3年度の部門別
二酸化炭素排出量

出典：「多摩地域の温室効果ガス排出
量（1991年度～2021年度）」


